本体の設置からお使いなれる状態にするまでの手順について説明します。また、装置を再セツトアップす 
る場合もここに記載している説明を参照してください。 


設置と接続(一26ページ） . 本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手 

順、背面のコネクタへの接続について説明してい 
ます。 


初めてのセツトアップ(一41ぺージ) 


管理コンピュータのセツトアップ(一54ページ) 


システムを使用できるまでのセットアップ手順に 
ついて説明しています。ここでは必要最低限の 
セットアップのみを説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセットアッ 
プについては第3章で説明しています。 

ネットワーク上のコンピュータからシステムの管 
理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ス I '''ール方法について説明しています。 


再セツトアップ(一55ぺージ) 


システムを再セットアップする方法について説明 
しています。 









設置と接続 

本体の設置と接続につし^て説明します。 



本装置は卓上または曰 A 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 



A ミち意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所に設置しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置 

を設置すると、誤動作の原因となります。 

♦ 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

♦ 強い振動の発生する場所。 

♦ 腐食性ガスの発生する場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

♦ 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

♦ 物の落下が考えられる場所。 

♦ 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場尸升。 

♦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントじ接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおくじは設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置のおくに設置すると 
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を 

貼り付けてください。 

設置場所が決まったら、本体の底面をしっかり 

と持って、設置場所にゆっくりと静かに置いて 

ください。本装置は3台まで積み重ねて置くこ 

とができます。 


横一列に並んでいるリベット 
のうち、中央にあるリベット 
の上に貼り付ける 



セットアップ 
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ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 






装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ? ま局 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


0 

AA 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総質量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 
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♦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントじ接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順を下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/38 に取りがける場合は、オプションの 「NS 143-35 
ラック取り付け用ブラケット」が必要です。取り付け手順については、 N 8143-35 ラック取 
リイ寸け用ブラケットに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 





0 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死じする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ拟降の説明をご覧ください。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定杉がの場所で使用しない 



A ミち意 



装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

心り 


セットアップ 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを確認してください。 



項番 

名称 

数量 

備考 

① 

マウントブラケット〇 _) 

1 

「1_」と刻印されている。 

② 

マウントブラケット ( R ) 

1 

「 R 」 と刻印されている。 

③ 

サポートブラケット 

2 


④ 

エクステンションブラケット 

2 


⑥ 

コアナット 

8 


⑥ 

ネジ A 

4 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 5 mm 、 マウ 
ントブラケット ( L )/( R ) を装置(こ固定 
する際(こ使用する。 

⑦ 

ネジ目 

6 

M 己ネジ、ネジ部の長さ： 10 mm 、 サポ 
ートブラケットを固定する際に使用す 

⑧ 

ネジ C 

2 

皿ネジ、エクステンションブラケット 
を固定する際に使用する。 


必要な工具 

ラックへ取りがけるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 

次の手順で本体をラックに取り付けます。 

I n-O NEC 製のラックのラち、 N 8540-28/29/38〜®®0 WW [& N 8143-35 ラック取0 
付け用ブラケットび必要となりまず。また、取り付け方法については N 8^ 43-35 ラック 
取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 


• マウントブラケットの取り付け 


1 . マウントブラケットのネジ穴と本体側面のネジ穴を合わせる。 

ブラケットの向きを確認して取り付けてください。本体左側面(こマウントブラケット （ L )、 ち側 
面(こマウントブラケット （ R ) を取り付けます。それぞれのブラケット(こ ru 、「 R 」 と刻印があり 
ます。 

2 . マウントブラケットをネジ A に本)で本体に固定する。 

3. もう一方の側面にマウントブラケットを手順1〜2と同じ手順で取り付ける。 



セットアップ 
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• コアナットの取り付け 

サポートブラケットを固をする位置に本装置に添付のコアナットを取りがけます。コア 
ナットはラックの前面(左ちとち）じを2個、背面(左ちとち）じを2個の合計8個取り付け 
ます。 

コアナットは riU (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻巧があります）。 1 U あたり、ス□ット（角穴）が3つありま 
す。3つのス□、ソトのうち、ラック前面側では下の2つのス□ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取りがけます。 

コアナットはラックの内側から取りがけます。ラックの前面に取りがけたコアナット 
は、上側が本体のセットスクリューの受けとなります。下側はサポートブラケット前面 
の固をに使用します。背面のコアナツトはサポートブラケット背面の固定用として使わ 
れます。 


ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは下側のクリップをラックの四角穴に引っかけてからマ 
ィナス ドライバなどで上側のクリップを穴に差し a みます。 

ラックの前後、左ち(こ取り付けたコア 
ナットの高さが同じであることを確認 
してください。 



難 





ア 

□ 
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ヴポートブラケットの取り付け 

. サポートブラケットの□ックを解除して 
引き延ばす。 



2. <ラックの前後の奥行きが700 mmlU 上の場合のみ> 

ラックの前後の奥行きが700 mmi ： i 上の場合のみ] U 下の手順を行います。 

①サポートブラケットの□ックを解除 
してブラケットを分解する。 


ブフケ、ソ I 



③エクステンションブラケットを一方 
のブラケット(こ差し} A む。 



セットアップ 
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③エクステンションブラケットをネジ 
C (1 本)で固定する。 





ます。これ]:>(上延ばすとかれて 
しまいます。） 

































4. サポートブラケットを支えなが6、ネジ 
B (3 本）でラックに固定する。 



© 


〇 


□ 
□ 
□ 
□ 

□ 
□ 


ラック背面側 


サボートブラケットのネジ穴は多少上下にず5すことびでさる程度のクリアランスを持ってい 
ます。初めて取り付ける場台は、コアナットのネジ穴びサポートブラケットのネジ穴の中央に 
位置するようにしてか5固定してください。もし、装置を取り付けたとをに装置の上下に搭載 
している装置にぶつかる場合は、いったん本装置を取り出してサポートブラケットの固定位置 
を調整してくださしパぶつかる装置の取り付け位置ち調整ずる必要びある場合ちありまず)。 


曰.もう一方のサポートブラケットを手順1〜4と同じ手順で取りがける。 


I チェッ匀 


すでに取り付けているサポートブラケットと同じ高さに取り付けていることを確認してくださ 
い。 


本体の取り付け 

取り付けは1人でちできますが、なるベ<複数をで行うことをお勤めします C 


1 . 本体前面が手前(こなるようじして持つ。 

2 . 本体側面(こ取り付けたマウントブラケッ 
卜をサポートブラケットに差し 3 A みなが 
6ラ 、ソクへ押し 3 A む。 


装置の上下に搭載している装置にぶつ 
かる場台は、いったん本装置を取り出 
してサボートブラケットの固定位置を 
調整してください。（ぶつかる装置の取 
り付け位置ち調整する必要びある場台 
ちありまず）。 



セットアップ 
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• 本体の固定 


1. 本体をラックへ完全(こ押し} A む。 



リユー 


2. 前面の左ちにあるセットスクリューで 
ラック(こ固定する。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
さ)で行うことをお勧めします。 



A ミ主意 


爪 A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 落下ま意 

• 装置を引を出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 




セ 

ツ 

卜 

ア 

ツ 

プ 



2 . フ□ントべゼルを取りかす。 



4. 本体前面にある UID スイ、ソチを押して、 
UID ランプを点灯させる。 

已.本体に接続しているすべてのケーブル、 
および電源コードを取りかし、 UID ラン 
プが消のしていることを確認する。 

I チェック I 

本体背面のケーブルや電源コードを取 
り外す前に UID ランプで取り外そうと 
している装置であることを確認してく 
ださい。 



37 














































目. 


前面の左ちにあるセットスクリューをゆ 
るめて、八ンドルを持ってゆっくりと 
ラックか6引き化す。 

本体の両端をしっかりと持てる位置（約 
1己 cm ほど）までゆっくりと静かにラック 
か6引き化してください。 



装置を引き出しずざると、サポートブ 
ラケツトか 5 装置びがれて落下ずるお 
それびあります。 


セツ 



リユー 



7. 本体の左ち底面をしっかりと持って取りかし、じょうぶで平6な机の上(こ置く。 

I w-Oi® 

I 装置を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか 5 取り外してくださし、。 

ラックの機構部品も取りかす場合は、「取り付け手順」を参照して取りかして<ださい。 
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本体をネツトワークに接続します。 

ネツトワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグ 
をコンセントにつなげます。 





0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 




• 指定 ly がのコンセントに差し込まない 
• たこ足配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 
• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフ I ースケーブルの取り付けや取りがしをしない 
• 指定杉がのインタフェースケーブルを使用しない 


n-O • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON の状態の 
まま接続ずると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm が(サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることをあ5かじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用でをないものびありまず。 


■: 無停電電源装置 （ UPS ) を導入し、電源制御システムの構築を検討されている場合は、お買 

Uvq い求めの販売店または保ずサービス会社にお問い合わせください 
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2 1101011 


~ I doggs 日 ®。® o 


シリアルインタフエー 
スを持つ装置(管理コン 
ピュータなど*) 


* 保守の際に使用する。通常は使 
用しない。 


シリアルインタ 
フェース機器 



クラスタ用ネットワークや 
バックアップ用ネットワークへ 


2 占 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続ずる。 



社内 LAN (イントラ 
ネット）上のネット 
ワークシステム（八ブ 
を介して接続されま 
す） 



八ブ(マルチポートリ 
ピータ） 


ー ネットワークに接続する前に次の点について確認してください。 

\ h ：^ • LAN のネットワーク設定 

本装置(こ割り当てる IP アドレスやネットワーク環境(こついて確認してください。 

• ネ 、ソ トワーク機器 

必要なルータ、八ブ、ケーブルが準備されていることを確認してください。またにドと 
の接続に用いるルータもしくはダイヤルアップルータに、あ6かじめインターネット接 
続に必要な設定を巧い設置しておいてください（イントラネットで用いる場合は必要な 
いことちあ LJ ます）。 

• クライアント PC 


本装置とは別(こ 、 Windows 2000、 WindowsNT 、 または Windows Me /98/95 のい 
ずれかの Windows OS が利用可能なクライアントマシン （ PC ) を用意してください。最 
低限の初期設定を巧うための r 初期導入設定ツール」の実行に利用します。 


W 上で本体の電源を ON にできる状態じなりました。購入後、初めて本体の電源を ON にする 
場合は、この後の r 初めてのセットアップ」をご覧ください。再セットアップの場合は、55 
ページの「再セツトアップ」を参照してください。 
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初めてのセットアップ 

購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作ぶ 


r 初期導入設を用ディスク」は装置を導入するために最低限必要となる設定情報が保存された 
セットアップ用のフ□、ソピーデイスクです。 

r 初期導入設を用ディスク」は、添付の初期導入設を用ディスクにある r 初期導入設をツール」 
を使って作成します。初期導入設定:ツールは 、 Windows 2000 、 Windows NT 、 または 
Windows Me /98/95 で動作するコンピュータで動作します。 


初期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成します。 

1 . Windows マシンのフ□、ソピーディスクドライブに添付の初期導人設定用ディスクをセットする。 

2. フ□、ソピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール (S ね rtupConf.exe)」 をエクスプ □— ラな 
どか6実行する。 

[Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式と 
なっており、をページで設定(こ必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が人力されていない場合や人力情報に誤りがある場合は、次へ進むとき(こ警告メ、ソセー 
ジが表示されます。項目を正し<人力し直して<ださい。人力事項については、この後の説明を 
参照して< ださい。 

すべての項目の人力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き} A んで終了します。 

3. 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、「システムのセットアッ 
プ」(こ進む。 

初期導入設定用ディスクは再セットアップの際にも使用します。大切に保管してください。 


セットアップ 
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各入力項目の設定 


[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設をツール]で入力する項目じついて説明します。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータから Web ブラウザを介して、シス 
テムに□グインする際のパスワードを設を 
します。この画面じある項目はすべて入力 
しないといけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

龜^ パスワードは画面に表示されませ 
IチェックI ん。タイプミスをしないようミ主意し 
てください。 


設定済みパスワード 

初めて設をする場合は、同捆の別紙 「 root パスワード」に記載されたパスワードを入力し 
てください。じ(前に設をを行っている場合は、設をされているパスワードを入力してく 
ださい。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワー ドとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの磕認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 
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ネットワーク設定〜 LAN ポート1(標準 LAN ) 用〜 


ホストを ( F 日 DN ) 

IP アドレス 
サブネットマスク 1255 

デフオルトヴートウエイ P の 

ブライマ U ネームブーバ |133 


たカンち I リネームブーバ 
巧目を入力し t 6 「みへ(が >」封甲してください 


(buildupl .nec.co.jpl 
liSG ■ 1203 

[ 20 ^ 
[ 20 ^ 

I ~ 


ホスト名 (FQDN) 

ホストをを入力してください。入力の 
際には、 FQDN の形式（マシンを.ドメ 
インを)の形式で入力してください。ま 


厂 

广 

p 54~ 

厂 



LAN ポート1 ( 標準 LAN ) のネツトワーク設 
ををします。[セカンダリネームサーバ ] U 
外は必ず入力してください。 


mwaii 出麻 jg 創おお願 an— 

ファイル(り AJ レブが 




下こ 、英字はずぺて小で字で指定してぐ 
ださい。大文字は使用できません。 


く戻るお）」 [ 泣へ(が 


IP アドレス 

1枚目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振る IP アドレスを指をしてください。 

ヴブネットマスク 

1枚目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振るサブネットマスクを指定します。 

ディフオルトゲートウェイ 

ディフォルトゲートウェイの IP アドレスを指をします。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指定します。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指定します。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2(拡張 LAN ) 用〜 


LAN ポート2(拡張 LAN ) のネットワーク設 
定をします。使用しない場合は、設定する 
必要はありません。 

IP アドレス 

2枚目の NIC ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 
じ割り振る IP アドレスを指をしてくだ 
さい。 

ヴブネットマスク 

2枚目の NIC ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 
じ割り振るサブネットマスクを指をし 
ます。 



f k 厂 k 广 
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システム構成条件の設定 


Management Console の動作モードを設 
定:します。 

Vi 「 usCheckSe 「 ve 「&[ x 々> ドア□ン構 
ぶ]で動作します。 



システムのセツトアツ 


初期導入設定ツールで作成した r 初期導入設を用ディスク」を使用して、短時間でセットアッ 
プできます。 

セットアップの手順 

W 下手順でセットアップをします。 

■: 正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および176ぺージを参照してください。 

rE37F] 


1. 本体背面の LAN ポート1と LAN ポート2 
(使用する場合）にネットワークケーブル 
が接続されていることを確認する。 


hfiH ™ 目目目目目目©目目 DD 皆 I 
-^ □□□□□ 

©臣1〇 


@□□□ 11 ® 


, €Si) LJIr^N 


LAN ポ ー ト1 


LAN ポート2 


2 . 前述の r 初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導人設定用ディスクを 3.5 
インチフ□、ソピーディスクドライブに 
セツトする。 



3.5 インチフ □、ソピー 
デイスクドライブ 
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3. POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが点のします。 

しば6<すると、初期導入設定用ディス 
クか6設定情報を読み取り、自動的(こ 
セットアップを進めます。2〜3分ほどで 
セットアップが完了します。 

次項および3章を参照してシステムの状 
態確認や設定変更を行って< ださい。 


穀察殺撰殺殺撰撰殺器端端。。。。。。。。。。。。。^^^^ 

] 〇 S S § 曰 @0® C 


»00000000000 OOOOC 


POWER スイッチ 


)m 


セットアップの完了び確認できた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスク 
ドライブか5取り出して大切に保管してください。再セツトアップの時に再利用することびで 
をまず。 


セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音をらすことでユーザーに異常を知らせ 
ます（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消な)になります)。正常にセットアップが完了し 
なかった場合は、初期導入設を用ディスクに書き化される□グファイル noggirig . txt 」 の内容 
をコンピュータの r メモ帳」などのツールを使って磕認し、再度初期導入設定ツールを使用し 
て初期導入設定用ディスクを作成し直してください。 

く主な □ グの出力例 > 

■ rinfo: completed 」 

^正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change 」 

一初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設をは反映されません)。 

■「Cannot get authentication: root 」 

-初期導入設定用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

-初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

一初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
く作成されなかつた場合に表示されます。 


セットアップや運用時のトラブルについての対処を174ページで詳しく説明しています。 


セットアップ 
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ットアップの確認 


インストールされている InterScan VimsWall は初期設を值に従って動作するようじ設定さ 
れていますが、パターンの配信サーパへの登録など少なくとも1回は InterScan コンソールを 
開き、設を内容を磕認するようじしてください。 

I H-O InterScan VirusWall の詳細な設定は基本ライセンスに添付の 「InterScan VirusWall 管 

理者ガイド」を参照してください。 

1 .InterScan コンソールを開く。 

InterScan コンソールを開く (こは次の2つの方まがあります。 

• Management Console か6サービスのアイコンを選択し、[ウイルスチェック]をクリ、ソク 
する。 

• Web ブラウザを起動し、ポート番号(:1812)を付けた InterScan の URL を入力する。 

IP アドレスの部分は、 InterScan マシンのドメインを、 IP アドレスのいずれでもかまいま 

せん。次(こ例を示します。 

http:// ドメイン名:ポート /interscan 

http://isvw.widget.com: 181 2/interscan 

http:// 123.12 .123. 123:181 2/interscan 

2. InterScan コンソール(こ□グインするためのユーザをとパスワードを入力する。 

InterScan コンソールにはパスワードが設定されています。初期設定では、ユーザを、パスワード 
ともに admiri が設定されてし^ます。 

w-Ob^ 

ly 降の各設定ページで項目を変更した際には、 [Apply] ボタンをクリックして、設定を保存し 
て < ださい。 

[Apply] ボタンをクリックせずにブラウザを終了したり、他のぺージを表示すると、変更び取 
り消されます。 [Cancel] ボタンをクリックずると、各項目は設定変更前の値に戻ります。 
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ウイルスパターンファイル 

ウイルスを橫化するために 、 InterScan VirusWall では、一般にウイルスパターンファイル 
と呼ばれる、ウイルスシグネチャの大規模なデータベースを利用しています。新しいウイル 
スが作成され、世間に送り化され、お化されると、トレンドマイク□社ではそのシグネチャ 
を収集して、ウイルスパターンファイルに情報を追力□します。ウイルスパターンファイルの 
命を規則は次のとおりです。 

lpt$vpn.### 

###は、バージョン番号(たとえば505)を表します。同じディレクトリに複数のファイルが 
存在する場合、最ち大きな番号のファイルのみが使用されます。 

トレンドマイク□社では、ほぼ毎週新しいウイルスパターンファイルを提供していますの 
で、少なくとも数週間ごとにパターンファイルをアップデートするようにしてください。登 
録ユーザは、無料でアップデートファイルを入手できます。アップデートファイルは、イン 
ターネット経由で自動的にダウン□ー ドすることができます。 

I n-O ちいパターンファイルを削除する必要はなく、また新しいファイルを使用するために、特別 
なインストール手順を実行する必要はありません。後述の [Update Virus Pattern Now] 
ボタンをクリックずるだけで、システムび自動的に新しいパターンファイルを設定します。 


ウイルスパターンファイルを手動でアップデートずる 

ウイルスパターンファイルを手動でアップデートするには、次の手順に従ってください。 

1. InterScan 〕 ンソールを開き 、 [Pattern Update ] をクリックする。 

画面には現在のパターンファイルのバージョンと、前回のアップデート日時が表示されていま 
す。 


ウイルスパターンアップデートのためのユーザ登録を実行していない場合には、ウイルスパター 
ンファイルをアップデー 卜する前に、 [Register for Virus Pattern Updates] 画面か 5 ユー 
ザ登録を実行してください。 

2. [Update Virus P 加 ern Now ] ボタンをクリ、ソクする。 

トレンドマイク□社の提供するパターンファイルが InterScan サーバ上のファイルよりも新しい場 
合にのみ、アップデートが実行されます。 


セットアップ 
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ウイルスパターンファイルを自動アップデートを設定する 

自動アップデートを設定するには、次の手順に従ってください。 

1. InterScan コンソールを開き 、 [Pattern Update ] をクリックする。 

2. [Set Automatic Update Time ] をクリ、ソクする。 

自動アップデートのためのオプションを設定するに et Automatic Update Time ] 画面が表示され 
ます。 

3. <ウイルスパターンファイルの自動アップデートを無効にずる場合> 

[No automatic update ] を選択する。 

<ウイルスパターンファイルの自動アップデートを実行ずる場合> 

必要に応じて周期オプションを選択する。 

また、必要に応じて、にねな time ] でアップデートを実行する時刻を選択してください。 

HTTP プ□キシサーバの使用 

InterScan では、インターネット上のトレンドマイク□社のサイトから、新しいウイルスパ 
ターンファイルを取得します。 InterScan とインターネットの間に HTTP プ□车シサーバが 
設をされている環境で、このサイトにアクセスする場合には、 HTTP プ□キシサーバを指を 
して、プ□羊シサーバに□グオンするための情報を指をする必要があります。 

I n-O Trend Virus Control SystemOU 降、 「Trend VCS」 と省略しまず）王ージェントは 
Trend VCS ヴーバにアクセスする際に、同じプ□キシサーパ'情報を使用します。 

プ□羊シサーバを指定するには、次の手順に従ってください。 

1. InterScan コンソールを開き 、 [Pattern Update ] をクリックする。 

2. [Set Proxy Server ] をクリ、ソクする。 

に et Proxy for Update Virus Pattern From Internet ] 画面が表示されます。 

3. InterScan とインターネットの間(こプ□キシサーバがを在する場合は 、 [Use proxy server for 
p 加 ern download ] を選択する。 

プ□キシサーバがを在しない場合は、初期設定のまま [Do not use proxy server for pattern 
download ] をチ： l 、 ソクしておく。 

a . [ proxy ] (こ、プ□キシサーバのドメインさ)（または I P アドレス）を人力します（例： 
proxy . company . com ) 〇 

b . [ po け](こプ□キシサーバが使用するポート番号を人力します(例： 80または8080)。 

4. プ□キシサーバに□グインする際に InterScan が使用するユーザのとパスワードを、それぞれ 
[User ID ]、[ Password ] (こ入力する。 
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検索エンジンのアップデート 

トレンドマイク□社では継続的に InterScan の橫索エンジンを見直し、新しい機能や機能改 
善を追力□しています。更新された橫索エンジンは、トレンドマイク□社のダウン□ー ドサイ 
卜に登録されます。横索エンジンを自動的にアップデートすることはできません。横索エン 
ジンをアップデートする場合は、下の URL から横索エンジンをダウン□ー ドし、 / etc / 
iscan ディレクトリにコピーしてください。 

http://www.trendmicro.co.jp 


InterScan VirusWall のユーザー登録 

ユーザー登録は非常に大切な作業であり 、 InterScan VirusWall のユーザー登録を行うと、 
次のサービスを受けることができます。 

♦ 1年間の無料ウイルスパターンファイルのアップデート 

♦ 1年間の無料サポートサービス 

♦ 製品の更新情報や新製品案内のご提供 

ソフトウエアは次の方まで登録できます。 

♦ インターネット経由の登録 
♦ FAX による登録 

インターネット経由のユーザー登録は、非常に高速また便利な方まです。必要な情報を入力 
して [ Register ] をクリックしてデータをトレンドマイク□社に送信するだけで、ウイルスパ 
ターンファイルのアップデートのサービスを受けられるようになります。 

サポートサービスや情報提供はサポート申し a み書による登録が必要です。 

I — "〇 InterScan とインターネットの間に HTTP プ□キシサーパび設定されている場合には、 
InterScan VirusWall で HTTP プ□キシサーパを設定する必要びあります。詳細について 
は、 「HTTP プ□キシサーバの使用」を参照してください。 

インターネット経由でユーザー登録するには、次の手順に従ってください。 

1. Web ブラウザを起動して、 InterScan コンソールを開き、ブラウザの左側のフレームで、 
[Pattern Update ] をクリックする。 

2. [Update Virus Pattern From Internet :] ぺージで、 [Register for Virus Pattern Update ] をクリッ 
クする。 

[Register For Virus Pattern Updates ] 画面が表示されます。 

3. 必要事項をすべて記人する。 

基本ライセンスじ添付されているシリアル番号を人力してください。 

4. [ Register ] をクリックして、人力した情報をトレンドマイク□社に送信する。 

w-Ob^ 

プ□グラムか5ウイルスパターンファイルのアップデートを受信するには、インターネット経 
由でユーザー登録を実行ずる必要びあります。 


セットアップ 
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E-Mail VirusWall の設定 

E-Mail VimsWall は、お使いのネットワーク環境に応じて、さまざまな設をでご利用いただ 
くことができます。 

詳細については、基本ライセンスに添付の rinterScan VimsWal 晴理者ガイド」を参照して 
ください。 


[ E-Mail Scan Confi 呂 uraiont ] ぺージの [Main service port ] の設定は、 E-Mail 
VirusWall を導入する際のトポ□ジに依存します。 

トポ□ジの詳細については、管理者ガイドの第2章を参照してください。 


□—カルホスト上の sendmail を使用する場合 

1.InterScan 設定ぺージを表示し、に onfiguration] 一 [E-Mail Scan] を選択する。 

2 . [Original SMTP server location] で [Local server] を選択する。 

3 . オリジナルの sendmail を指定する。 

く コマンドモードの場合> 

[Command mode] を選択し、□—カルホスト上の sendmail プ□グラムのパスを指定します。必 
要であればパラメータも指定します（例： /usr/lib/sendmail -bs)。 

くデー モン モー ドの場合> 

[Daemon mode] を選択し、 [Port Number] (こオリジナルの sendmail で使用するポート番号を指 
定します。 


リモートサーバ上の SMTP サーバを使用する場合 


1 .InterScan 設定ぺージを表示し、に onfiguration 卜 [E-Mail Scan] を選択する。 

2 . [Original SMTP server location] で [Rem 饥 e server] を選択する。 

3 . オリジナルの SMTP サーバを指定する。 

[Hostname] にオリジナルの SMTP サーバが動作するリモートサーバのサーバちまたは IP アドレス 
を指定します（例： remoce.com)。 

[Port number] にオリジナルの SMTP サーバが使用するポート番号を指定します。ポート番号に 
は、ほとんどの場合、2日を指定します。 

次に例を示します。 


mailserver 2己 

mailserver.yourcompany.com 2己 
123.12 .12.123 25 


InterScan VirusWall の動作 

E-Mail VimsWall は、ポート番号25で SMTP トラフィックを受信後、対象となるトラフィッ 
クのウイルスを横索し、指をされたポートにこでは 25) を使用して、 [Original SMTP 
server location] で指定:された SMTP サーバにルーティングします。 
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Web VirusWall の設定 

Web VirusWall は、お使いのシステムの設定に従って独自のプ□羊シサーバとして設をす 
ることも、既存の HTTP プ□丰シサーバと併用することもできます。システムの設をに応じ 
て、 InterScan つンソー J レの [HTTP Scan Configuration ] ページで、 [InterScan acts as a 
proxy itself ] または [ Other（server and po け)]のどちらかを選択し、 [InterScan HTTP 
Proxy port (connects to browser )] にポート番号(通常は 80) を指をします。 

I — "〇 Web VirusWall で FTP トラフィックを検索する場封ホ、クライアント側の Web ブラウザ 
で 、 Web VirusWall を FTP プ □ キシとして使用ずるように設定する必要びあります。 


オリジナル HTTP ヴーバの指定 [Original HTTP server location] 

1. 管理〕ンソールでに onfiguration] 一 [HTTP Scan] を選択し、 [InterScan HTTP Proxy port..] 
に、 Web VirusWall がクライアントか 6 の接続を監視するポート番号を入力する。 

通常は 80 を指定します。 

2 . [Original HTTP server location] で、 [InterScan acts as a proxy itself] . または [Other (server 
and po け)]を選択して、サーバを（または IP アドレス）とポート番号を指定する。 

[InterScan acts as a proxy itself] 

ネットワーク上じ既をの HTTP プ□キシサーバがなく、 Web VirusWall をシステム全体の 
HTTP プ□キシサーバとして使用する場合、または Web VirusWall を論理上インターネットと 
プ□キシサーバの間(こ配置する場合(こは、このオプションを選択します。 

[Other (server and port)] 

ネットワーク上に既存の HTTP サーバがある場合には、このオプションを選択し、サーバをと 
ポート番号を入力します。 Web VirusWall では、ここで指定されたマシンに対するすべての 
HTTP トラフィック、およびそのマシンか 6 のすベての HTTP トラフィックについて、ウイルス 
お索を巧います。 

3 . [Other (server and po け)]に、 HTTP デーモン （ in.httpd ) を実行するマシンのドメインさ)また 
は IP アドレスを人力します。次に例を示します。 

proxy.yourcompany.com 80 
123.12 .13.123 80 


テスト 

Telnet または同様のプ□グラムを使用して、上記の設をで指をした InterScan の IP アドレス 
およびポート番号に対して、 Telnet を実行します。サーバからの応答の内容を磕認すること 
で、ほとんどの設定を識別し、解ますることができます。 


セットアップ 
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FTP VirusWall の設定 

[FTP Scan Configuration ] ぺージで指をする FTP サーバの場所とポート番号は 、 FTP 
VirusWall が独自のプ□羊シサーバとして導入されるかどうか、既存の FTP サーバと併用す 
るように導入されるかどうか、などに依存します。 


オリジナル FTP ヴーバの指定 ： [Original FTP server location] 

1. 管理〕ンソールで [Configuration] 一 [FTP Scan] を選択する。 

2. [Main service port] に FTP VirusWall でクライアントか 6 の新しい接続を監視するポートの番号 
を指定する。 

通常は 21 を指定します。 

3. [Use user@host] またはに erver location] のいずれかを選択する。 

に erver location] を選択した場合は、 FTP サーバのパスとポート番号を設定してください。 

[Use user @ host ]: ネットワークで唯一の FTP サーバとして動作する場合 

FTP VirusWall をシステムの FTP サーバとして使用する場合は 、 [Use user@host ] を選択して 
ください。クライアントか 6 は常に InterScan ( こ FTP 接続し、 InterScan では要求されたサイト 
に対する接続を確立します。クライアントでユーザをとパスワードの入力が要求された際 ( こ、 
ユーザをに対象となるドメインのドメインををつけることを忘れないでください。たとえば、 
ユーザ john が widgets.com じ FTP 接続する場合の例を示します。 

- widgets.com (こ直接接続する場合 

ユーザさ)： John 

パスワード： opensesame 

一 FTP VirusWall を介して接続する場合 

ユーザを： iohn@widgets.com 

パスワード： opensesame 

に erver location ]: ネットワーク上に既存の FTP ヴーバびある場合 

ネットワーク上 ( こ既をの FTP サーバがある場合 ( こは 、 [Server location] を選択し、テキスト 
ボックス ( こサーバのパスとポートを入力します 。 FTP VirusWall では、ここで指定されたマシ 
ン ( こ対するすべての FTP トラフイック、およびそのマシンか 6 のすベての FTP トラフイ、ソクに 
ついて、ウイルス横索を実行します。 

4. [Original FTP server location] のに erver location] に、既存の FTP サーバのホストさ ) （または IP 
アドレス）とポート番号を入力する。 


次に例を示します。 


ftp-server.yourcompany.com 21 
123.12 .13.123 21 


テスト 

Telnet または同様のプ□グラムを使用して、前述の設定で指定した InterScan の IP アドレス 
およびポート番号に対して、 Telnet を実行します。サーバからの応答の内容を磕認すること 
で、ほとんどの設定を識別し、解巧することができます。 
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ESMPRO/ServerAgent のセツトアツ 


ESMPRO / ServerAgent は化荷時にインス I -- ル済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。5章を参照してセットアップしてください。 


システム情報のバックアッ 



システムのセットアップが終了した後、添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 にあるオフライ 
ン保守ユーティリティを使って、システム情報をバックアップすることをお勧めします。 
システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 


保守-管理ツール CD - ROM か5システムを起動して操作します。保守-管理ツール CD - 
ROM か 5 起動させるためには、 事前にセットアップび必要です。4章を参照して準備して 
<ださい。 


1. 3. 日インチフ □ 、ソピーディスクを用意する。 

2 . 本体に添がの r 保守 - 管理ツール CD-ROM 」 かオフライン保守ユーティリティ」を起動する。 
「保守 - 管理ツール CD-ROM 」 の使い方 ( こついては 4 章を参照してください。 

3. [ システム情報の管理 ] か 6 [ 退避 ] を選択する。 

じ ( 降は画面 ( こ表示されるメッセージ(こ従って処理を進めて < ださい。 


続いて管理コンピュータに本装置を監視 
す。次ページを参照してください。 


管理するアプリケーションをインス I -ールしま 



リテイパッチの適用 


最新のセキュリティパ、ソチは、 U 下の URL よりダウン□ー ド巧能です。 


http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 
を期的に参照し、適用することをお勤めします。 


セットアップ 
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管理コンピユータのセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と fManagement Workstation Application ( MWA ) 」が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理コンピュータにインス I -ールすることによりシステムの管理が容易にな 
るだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができます。 


[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のインストールについては5章を参照してセットアップしてください。 

MWA のインス I -ールについては4章、または保守-管理、ソール CD - ROM 内のオンラインド车ュメントを参 
照してください。 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。 u 下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作ぶ 


r 保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 16 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めしま 
す。保守用パーティションは、添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 を使って作成します。詳 
しくは第4章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と r オフライン保守 ユー ティリ 
ティ」です。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうか常に監視をし、起動に失敗した場合は 
システムの再起動を試みる機能が備わっています。再インス!-ール中は、システム起動監視 
機能を無効にする必要があります。 

本機能の有効/無効は、添付の r 保守•管理ツール CD - ROM 」 を使って変更します。詳しく 
は、4章を参照してください。 

I n-O 再セットアップび完了した5、システム起動監視機能を有効に戻してください。 

I 


システムの再インストール 


I — «〇 再インストールを行うと、サーバ内の全データび消去され、出荷時の状態に戻ります。必要 
なデータびヴーバ内に残っている場台、データをバックアップしてか5再インストールを実 
行してください。 

再インス I ルには、本体添付のバックアップ CD - ROM とバックアップ CD - ROM 用インス 
I -ールディスクが必要です。 

r バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
に、 r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイ、ソチを押 
して電源を ON じします。 

■: このとき、前面のシリアルポート 2( COM 2) に管理コンピュータを19,200 bps の転送速度で 

接続すると、管理コンピュータからログを参照することができます。 


己己 
















しばらくすると r バックアップ CD - ROM 用インス!ルディスク」から設を情報を読み取り、 
自動的にインス I '''ールを実行します。 

I n-O このとき、確認等は一切行われずにインストール作業び開始されるため、十分ま意してくだ 
さい。 


約30分程度でインス!-ールが完了します。インス!-ールが完了したら、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブから取り化してく 
ださい。 

40分じ(上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インストールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - ROM / フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡くださ 
い。 


初期導入設定用ディスクの作が 


前述の r 初期導入設を用ディスクの作成」を参照して<ださい。すでに初期導入設を用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設をのみ再度設をし直してください。ただし、 
設を内容を変えたいときは、新たに初期導入用設をディスクを作り直してください。 


システムのセットアップと確認 


前述の r システムのセットアップ」、「セットアップの磕認」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


r システムの再インストール」で ESMPRO / ServerAgent は自動的にインストールされます 
が、固有の設ちがされていません。5章を参照してセットアップしてください。 


セキュリティパッチの適用 


最新のセ丰ュリティパ、ソチは、 W 下の URL よりダウン□ー ド巧能です。 


http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 


定期的に参照し、適用することをお勧めします。 
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